
再開第２回（通算第31回）  

   令和４年 １０月２日（日）１５～１７時開催 

 

・講師 福崎 真知子 (ふくざき・まちこ) さん  

米沢生まれ。米沢興譲館高等学校卒。明治薬科大学薬剤学科卒、その後、薬剤師とし

て病院、薬品卸問屋勤務を経て、平成元年、山形県立高等技術専門校電子工学科を卒業

し、同年、ジーエスデザン株式会社を設立。現在、代表取締役。また関連会社として、

企画業務の有限会社ジャストコムを創立し代表取締役。 
元米沢商工会議所女性会会長 元米沢法人会女性部会会長。 
現在、みやぎ・山形女性交流機構副会長、山形女性懇話会理事。米沢に生まれ７歳ま

で住み、その後伊達政宗の命によりスペインに渡った「支倉常長」に関する「日本・ス

ペイン文化交流事業」を2015年より、実施、今年で８年目を迎える。2017年、「一般社

団法人 支倉常長日西文化協会」を起ち上げ、副理事長就任、事務局も預かっている。 
 

・演題 支倉常長の足跡を訪ねて ― 生誕地米沢からの発信 

＜講演要旨＞ 

1．活動の原点 2013年～2014年：スペイン国主催「日本スペイン交流400周年事業」 
 400 年前、支倉常長がスペインへ行ったことがきっかけで日本・スペインの交流がスタート。

この 400 周年記念事業に音楽ユニット“SOUL &EAT 天地人”がスペインに招かれた際、「支倉常

長生誕の地 米沢」を紹介した事により米沢とスペインの交流が開始 

２．支倉常長 とは？  どのような人物？ 支倉常長家第14代当主の資料を紐解き、ご紹介 

３．私たちの活動 

① 2015年 日本・スペイン交流事業 「支倉常長生誕祭」 
５月～９月まで15件に渡る事業の実施 

② 2016 年 「日本・スペイン外交関係樹立 150 周年」にあたりスペイン大使からスペインにご招

待という名誉あるご提案をいただいた事がきっかけで交流事業を2016年も継続 
③ 2017年 「一般社団法人 支倉常長日西文化協会」として組織化を図り本格的に活動開始 

④ 2018 年 訪西団を結成、6/22～6/28 までスペインツアーを実施。公的事業を５件行い、「支倉

常長生誕の地 米沢」から日本を代表してスペインと交流を図った 
⑤ 2019 年 7/29～8/9 スペインのコリア・デル・リオ市を中心としたスペイン人（主にハポンさ

ん）22名が来日。米沢では歓迎式典、夏祭りで交流を図った 

４．その後の私たちの事業 

 コロナ禍において、どのような事業ができるか、適切か、模索しながらも、多数の事業を展開 

５．私たちの活動目標 

  
※講演冒頭、一般社団法人 支倉常長日西文化協会の九里廣志理事長からご挨拶いただく予定です。 


